Discussion about “praising” children : To increase learning motivation and autonomy by 関水 しのぶ
??????
????
　子どもを「ほめること」とは，行動主義心理
学的に考えると，子どもが様々な学習を遂行さ
せる上でその行動を生起させ持続させる刺激と
なり，正の強化となる。外的な要因によるもの
であるため，外発的動機づけであると言え，他
律的な行動を促進する。オペラント条件付けの
原理を用いたプログラム学習では，この「ほめ
ること」もスモールステップを達成する過程で，
学習を強化していく役割となる。教育的には，
親や先生が設定した目標を子どもが「ほめるこ
と」で強化され，様々な学習をしてくことから，
最終的には子どもが自分で自分を「ほめ」なが
ら，自律的に様々な学習や行動を継続できるよ
うになることが望ましいだろう。
　近年は「ほめること」を育児や教育において
重要視した考えが強い。そのような流れの一方
で，このことに抵抗をもつ親や教師もいるだろ
う。つまり，「ほめること」はそう簡単なこと
ではない。さらに，子ども自身の心も人間関係
も日々変化していき，一遍通りに「ほめること」
では，うまくいかないものである。
　本稿では，（1）「ほめること」についての意
味や役割について触れ，次に，（2）子どもの年
齢段階や思考や道徳性の発達との兼ね合いから
「ほめること」について考察していく。最後に，
（3）「ほめること」について考慮することにつ
いて述べる。
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　平木（2017）は， 「ほめる」を「誉める」と「褒
める」の2つに分け，次のようにその意味を説
明している。
　まず，「誉める」は，「称賛する」で，「誉」は，
好い評判，善い行いをほめたたえる，言葉にす
る，という意味であるという。好ましい評判や
道徳的に良い行動を「言う」こと，言葉にする
ことであり，自分の「いいな」という気持ちで
相手をほめるときは，ほめるに値するか否かと
いった基準は必ずしも必要ない。その中核に自
分の好意や尊敬の気持ちがあり，それを主観的
に具体的に伝える試みがほめる言葉になる。小
さな点でも個人的，具体的にほめることができ
るので，相手の気づきや自己発見をもたらすこ
ともある。さらに，相手はそこから個性や才能
を発見し，自己信頼を高めるチャンスを得るこ
ともある。
　一方，「褒める」は「賞賛する」で，「ある基
準を超えているという判断や評価と，それを公
に認めること」であり， 「褒美（ほうび）」をもっ
て功績をたたえる。ほめるためには，その対象
が他と比較して抜群でなければならないと思い
込む必要がある。つまり，教育評価的に考える
と，集団の中の他者との比較による相対評価や
評価者が設定した基準による絶対評価の特色を
含んだ「ほめ」になるだろう。特に，他との比
較による「ほめ」は，優劣を明らかにされるた
め緊張や不安を煽る可能性がある。
???????????????
???????????????????
??????
??????
???????????????? ?? ?????? ? ?? ? ???
　さらに，「ほめること」の２つの役割は，南
惠介（2017）によると，「方向性と評価基準を
示す」ことと「自己肯定感を育む」ことである
という。前者の「方向性と評価基準を示す」に
ついては，学校生活におけるルールやきまりを
身に付けること，そして，様々な教科における
学習とその学習方法（一斉学習，グループ学習，
個別学習）を展開していく上で，「ほめること」
の機能は大きい。そして，後者の「自己肯定感
を育む」については，子どもの人格形成におい
て大きな意味がある。なお，上述の平木（2017）
の「誉める」はこちらの意味合いが強いだろう。
　一方，「方向性と評価基準を示す」というこ
とは「褒める」の意味合いに近いが，子どもの
成長や進歩の方向性という枠組みを示し，「ほ
めること」で，子どもが他者と集団の中で適応
できるよう成長していけるものであると言える
だろう。ただし，それが強く打ち出され，その
方向性や基準に到達することにこだわることに
なってしまうと，子どもの不安が高めることに
なるため，注意が必要である。
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　本節では，ピアジェやコールバーグ，そして，
岩立（2017）の「ほめ方・しかり方のコツ」の
考え方を，表に年齢段階に沿ってまとめた上
で，①乳幼児期，②幼児期，③小学校低学年，
④小学校中学年，⑤思春期～青年期（小学校高
学年，中学生，高校生）に分け，子どもを「ほ
めること」について検討していく。
　尚，ここでいうピアジェの思考の発達は，認
知発達のことでありる。そして，ピアジェと
コールバーグによる道徳性の発達の理論とは，
善悪の判断や公正的な判断が他律的なものから
自律的に変化していく様相を，実証的に検証し
構築されたものである。これは，他者や集団の
生活に適応していくために必要な社会性と大き
く関係している。本田ほか（2010）では，子ど
もの思考の発達や社会性の発達の査定する上
で，これらの理論を取り入れており，学校生活
や学習につまずきのある子どもの対応をする上
で役立つものである。そして，岩立（2017）で
は，「ほめる方」だけでなく「叱り方」のコツ
を述べている。「叱り方」も教育において大切
なことであるが，本稿では「ほめること」を検
討することが目的のため，本節の中では「ほめ
方」について中心に述べる。
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　ピアジェの思考の発達段階でいうと感覚運動
期であり，口や手の感覚や運動を通して学ぶ時
期である。つまり，また，映像的かつ言語的な
表象（イメージ）を頭の中で操作することは，
難しい状態である。
　生後数か月後から，クーイングという動物の
鳴き声のような声や自発的に声を発する喃語が
みられる。これらは意味を持つ言葉ではないが，
大人がこれに反応し，子どもの反応し返し，コ
ミュニケーションの始まりとなる。この時期の
子どもは，特定の養育者との愛着関係の形成が
重要となる。言葉は未発達であるが，この養育
者との温かな関わりを通して，様々なことを学
んでいく。岩立（2017）は「愛情をかけるから
こそ，ほめることだけでなく，叱ることも必要」
で，ただし，感情的に怒鳴るのでなく，「何が
いけないのか，その理由は何か，どうすれば良
いのかなどの情報を与え，学ぶ機会を提供」す
ることが必要であるという。それも，マイルド
にほめて叱ることが大切になる。また，「社会
的参照」という愛着関係の形成された養育者の
表情を見て，状況を判断する行動もこの時期に
見られる。
　1歳になるとやっと1語文（「マンマ」「ブー
ブー」等）意味のある言葉がみられるようにな
る。1歳半ぐらいから2語文（「ジュース  チョ
ウダイ」等）がみられるようになる。2歳にな
ると身辺的自立がはじまり，自分で何かをする
ことの欲求が強くなる。しかし，言葉で自分の
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欲求を説明できないため癇癪を起すことが多く
なり「魔の2歳」と子育てをする親を悩ませる。
この時期の子どもは，感情のコントロールも大
人の助けが必要であり，自分の欲求を通すこと
が第一のこととなる。この時期は，子どもの癇
癪が収まる即効的な方法はないが，その癇癪を
見守り（安全であることを確認の上），根気強
く伝え，場合によって何かをする際に予めその
理由を伝えることが大切となる。もちろん，大
人にとってこの悩ましい状況で，子どもが望ま
しい行動した時，癇癪を起しながらもだんだん
と自分の欲求を我慢できた時は，「○○ができ
なかったのは，残念だったね。がんばって我慢
できたね。えらかったね。」等と，ほめてあげ
るとよいだろう。
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　思考の発達段階は前操作期となり，子ども自
身の目に見えた通りに物事を捉え，他者の視点
を想像することや複数の側面を加味して考える
ことは困難な時期である。
　3歳ぐらいでは，言葉や認知の発達が進み，
大人がほめる言葉をより理解するようになる。
また，ほめられることが嬉しいので，何度もほ
められたことを繰り返す子どもも多い。他者と
自分を比較して自分は何が優れているのか等の
理解はできないが，ほめられることで自信を持
つことができる。
　4 ～ 5歳になると自信や自尊心が芽生え始め
る。「すごいね」「偉いね」という全体的なほめ
言葉より，具体的にどこがよいかほめる方が，
子どもは相手を信頼し納得ができるようになる。
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　思考的な発達段階は，5歳児と同様の前操作
期であるが，幼稚園や保育園の環境から小学校
に入学し，大きな環境の変化に遭遇する。それ
以前よりも，時間割などの時間枠に従い，集団
行動をし，系統的な学習が始まる。また，道徳
性の発達段階では「第1段階の罰と服従への指
向」であるため，自分よりも大きく力のある存
在のいうことが絶対であると判断する。つまり，
教室の先生の言うことがすべて正しく，それに
従おうという気持ちが強くなる。そのため，こ
のように教室での活動に適応的しようと，緊張
やストレスを感じ，自宅に帰り，イライラや癇
癪を親にぶつける子どもも多い。イライラして
いる子どもを目の当たりにすると，親も辛い気
持ちになり，感情的に怒ってしまうだろう。し
かし，このイライラは新しい環境でがんばって
いる証であると捉え，イライラしている子ども
をそっと見守る（これも安全を確認の上）こと
が必要になる。子どもが新しい環境に慣れるよ
うになれば，この状況も和らいでいくものだと
捉えておくとよい。また，このイライラに巻き
込まれてしまうと，親も余裕をもって子どもを
ほめることが難しくなるが，小さなことでもい
いので，ほめることが大切である。
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　道徳性の発達は，「第2段階の道具主義的な
相対主義」の段階に入る。この時期の子どもは，
互恵的な関わりが正しいと考える。つまり，自
分がしたことを同じことを相手もするべきであ
ると考える。また，それまで絶対的な存在で
あった先生も相対的な存在になっていく。互恵
的な関わりをしてもらえないと不公平感を感
じ，また，権威的なやり方で従わせようとする
と反発をするようになる。そして，この時期は
ギャングエイジといい，同性集団を作り，友だ
ち間の秘密のルールを重要視する。この時期の
子どもは，何かした時その対価としての報酬を
求めるかもしれないが，成長を促すためには自
分の行動に責任や誇りを持てる経験をさせるこ
とが大切である。つまり，クラスの中の活動で，
自分の役割を果たし，認められることでほめら
れることが必要となる。
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　小学校高学年，中学生，高校生が，この段階
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に相当する。この時期は，形式的操作ができる
ようになるため，目に見えない心の中を推測す
ること，見て確認することができない無意識の
世界があるということの理解も進んでいく。ま
た，親からは生活面や経済的には自立していな
いが，精神的には自立しようとする気持ちが高
まっている。そのため，親や先生のことを一人
間として捉え，評価をするようになる。大人が
口先だけで，行動が伴わなければ，反面教師的
に見られ，信頼が崩れていくことがある。つま
り，「ほめること」については，大人の言動や
生き方も問われるものとなる（岩立 , 2017）。
また，この時期の子どもは，単純に「ほめるこ
と」では，喜ばなくなるため，『認めてもらう
経験』や『感謝される（人の役に立つ）経験』
も大事になってくる。かつ，学校では「ほめる
こと」を教師だけが担う必要はなく，子ども同
士がお互いを認め合うような環境づくりができ
ればよいのである（伊藤，2017a）。近年，多く
の学校で様々な協働学習が行われているが，こ
の学習の中で，友だち同士で互いのいいところ
を見つけて発表し合ったり，友だちの意見で同
感や感心したことを伝えあったりする活動を取
り入れることもできる。そして，このような協
働学習を通して，学習意欲や自尊感情を高める
ことができるだろう。
　また，この時期になると，よいことを行った
ら自分で自分を「ほめること」，つまり，「自己
強化」ができるようになり，自律的に動機づけ
や行動を継続できるようになる。この力を育て
ていくためには，大人は直接的に「ほめること」
だけでなく，上述のように子どもたち同士で
「ほめること」や子ども自身が「ほめること」
ができるような機会を作り，その手助けをして
いくこと役割を担うことが大切となる。
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　上述のように「ほめること」は，子どもの発
達を踏まえながら工夫が必要なものであり，通
り一辺倒ではできないものである。ほめる側の
親や教師にとって，昨今の「ほめること」を重
要視する流れの中では，それができなければ劣
等感や罪悪感が生じるだろう。また，ほめられ
る側にとってもほめられ方によって抵抗感を感
じることもなるだろう。
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　平木（2017）は，完璧を期待するとほめるこ
とができなくなると言う。さらに，完ぺき癖は，
『正しいことを教えなければならない』という
正義感が強い教師やほめられずに育った人にみ
られる傾向であるが，生まれつきの性格ではな
く，成長の過程で教えられ，習うものであり，
習った人や場の影響が大きいという。ほめたか
らといって欠点がないわけではなく，また，完
ぺきでなくてもほめるところは沢山ある。その
ため，ほめ上手な人のそばにいたり，ほめる言
葉を学べるような環境を調整したりすることか
ら始めることを，平木は勧めている。
??????????????
　子どもの中には，大人のほめ言葉の裏にかく
された「もっと頑張れ」という要求や人と比較
された上での「ほめる」「貶す」ことに敏感に
察知するものもいる（伊藤 , 2017b）。特に，形
式的操作のできる思春期以降の子どもであれ
ば，見えない心の内を推測する力も進んでいる
ため，大人のほめ言葉の背景にある思惑を読み
取ることもできるだろう。
　また，「おだてる」とか「そそのかす」とい
う相手をまずほめてから用事を言いつけたり命
令したりすることを続けて経験した人も，ほめ
られることが苦手になるという（平木 , 2017）。
このような体験をした人は，ほめられても嬉し
くないし，ほめられると身構え，ほめられるこ
とに嫌悪感をもつようになり，自分自身もほめ
ることが苦手になると考えられる。それゆえ，
伊藤（2017） bが述べるように，「ほめるのであ
れば，具体的に“本気で”ほめることが大切で
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ある」と言える。
???
　本稿では，子どもの認知（思考）や社会性（道
徳性）の発達を踏まえながら，子どもの各年齢
段階のそれらの特徴に合わせて「ほめること」
によって，子どもの他律的な行動を自律的な行
動へと促していくことが有効であることを考察
した。そして，「ほめること」について考慮す
る点を述べた。子どもの様々な学習や成長を支
えていく上では，これらのことを踏まえつつ
「ほめること」が大切だろう。
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表　思考・道徳性・ほめ方叱り方と発達段階の対応表
区分 年齢ピアジェによる
思考の発達段階と
その特徴
ピアジェおよび
コールバーグによる
道徳性の発達段階
岩立京子（2017）による発達段階に
応じたほめ方・叱り方のコツ
乳
 児
0 0 ～ 2歳
感覚運動期：口と
手で考える時期
0歳：マイルドにほめる・叱る
1 1歳半～ 2歳：ほめる・叱るが難しく
なる時期。言語発達は未熟。「叱って
も言うことを聞かない，魔の2歳」
幼 　
児
2
3
3 ～ 6歳
前操作期：見えた
通りに考える時期
3～ 5歳
0段階：欲求指向
3歳：言葉や認知の発達が促進する時
期。親や保育者からのほめ言葉をより
理解できるように。ほめられたことを
繰り返す。
4 4 ～ 5歳：自信や自尊心の芽生える時
期。「すごいね」「偉いね」という全体
的なほめ言葉より，具体的にどこがよ
いかほめる方が，子どもは相手を信頼
し，納得できるように。
5 5 ～ 7歳
第1段階：罰と服従
への指向
大人や先生の言うこ
とには従順
6
児童（小学生）
低学年7
7 ～ 10歳
具体的操作期：具
体的なものを使っ
て法則を見つけ，
論理的に考え始め
る時期
低学年：園から小学校の移行期には新
しい環境で緊張や疲れが生じ，自宅で
わがままやイライラと表れる。親は見
守り，支え，小さなことでもほめてい
くとよい。
8
8 ～ 11歳
第2段階：道具主義
的な相対主義
相手がしてくれたこ
とと等価のことをし
てくれることが「正
しい」と考える
中学年
9
9歳前後：ギャングエイジ。5 ～ 6人
の同性集団を形成。友達間の秘密の
ルールを重視。親の叱りを無視したり，
反発。親に反発する一方で，生活面や
学習面では親に甘え，サポートを求め
る。叱るべき場面を絞り，その場面で
は毅然と叱るが，いつまでも不快な感
情は引きずらない。
10
高学年11 11 ～ 17歳
形式的操作期：抽
象的概念と自由に
扱い，命題，原理
に挑戦する時期
思春期・青年期：身体的には二次性徴
が起こる。意識が自己の内面へと向き，
親との会話も少なくなり，子どもが何
を考えているか分からなくなる親も多
くなる。生活面や経済面では自立して
いないが，精神的には自立心，独立心
が強まる。「～しなさい」ではなく「～
したらどう？」と問いかけ共に考える
ことが望ましい。
12 ～ 17歳
第3段階：対人的同
調，「良い子」指向
よいことをすれば自
分で自分をほめられ
る（自己強化）。
＊その後，第4段階
（法と秩序第5段階：
社会契約的な法律指
向，第6段階：普遍
的な倫理的原理の指
向と続いていく。
12
中学生 13
14
15
高校生 16
17
